
Q役職を超えた多様な住民が協力する「あしすとの
わ」の運営は、どのように維持されているのか。

A事務局は存在するが、活動は全員が同じ立場で
「やれる人が、やれる時に、できること」を提供
する純粋なボランティア体制である。
上下関係をなくし、参加への心理的障壁を下げる
ことに注力している。

Q支え合い活動の継続的なモチベーション維持や、
提供者への報酬についてどのように考えている
のか。

A現在は、完全無償ボランティアだが、将来的に市
が検討中のボランティアポイント制度の導入を
理想としている。依頼者から金銭的な報酬は受
け取らない方針である。

Q「あしすとのわ」が他の町に比べ、円滑に活動
できている理由、成功の秘訣はどこにあると考
えるか。

Aサロン等での交流により、支援者と依頼者がお
互いの顔が見える関係を築いている。
この信頼関係が活動の依頼と参加を円滑にして
いる。

△発表者：杉山 祐一氏、石井 祐之氏

平和町二丁目は、臨江閣の北側に位置し、市立前橋第三中学校を南側か
らコの字に取り囲むエリアである。
235世帯、465名の比較的小規模な町であり、小規模であることから住民

間の横の繋がりが割とできている状況にある。町社協開始以前より各種団
体間の連携が深く、顔の見える関係づくりが進められていた。

説明資料↑

元
々
町
内
の
連
携
が

深
く
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
強
か
っ
た
平

和
町
二
丁
目
で
は
、
新

た
な
支
え
合
い
活
動

「
あ
し
す
と
の
わ
」
が

地
域
の
絆
を
一
層
深
め

て
い
る
。「
少
し
の
後
押

し
で
、
当
た
り
前
の
暮

ら
し
が
続
け
ら
れ
る
地

域
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

令
和
5
年
7
月
か
ら
本

格
始
動
し
た
。

活
動
の
原
点
は
、
令

和
３
年
か
ら
３
年
間
で

延
べ
５
５
０
名
を
支
援

し
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
約
会
だ
。
自
治
会
役

員
や
自
営
業
者
な
ど
所

属
の
枠
を
超
え
、「
で
き

る
人
が
、
で
き
る
時
間

だ
け
協
力
す
る
」
と
い

う
純
粋
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
形
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
の
「
横
の
つ
な
が
り
」

の
実
感
が
、
現
在
の
活
動

の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。

当
初
は
庭
木
の
伐
採

な
ど
大
き
な
困
り
ご
と

に
も
対
応
し
た
が
、
継

続
の
難
し
さ
か
ら
、
現

在
は
「
木
の
枝
を
切
る

・
絡
ま
っ
た
ツ
タ
を
外
す
」

と
い
っ
た
、
暮
ら
し
の

中
の
小
さ
な
困
り
ご
と

へ
の
支
援
に
焦
点
を
絞

る
。
大
規
模
な
依
頼
に

は
良
心
的
な
専
門
業
者

を
紹
介
し
、
無
理
の
な

い
活
動
を
続
け
て
い
る
。

活
動
体
制
の
最
大
の

特
徴
は
、
旧
来
の
「
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

奉
仕
の
風
土
か
ら
の
脱

却
だ
。「
や
れ
る
人
が
気

楽
に
参
加
す
る
」
こ
と

を
目
指
し
、
全
員
が
同

じ
立
場
で
遠
慮
な
く
活

動
で
き
る
場
を
重
視
す

る
。
相
談
し
や
す
い
よ
う
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
中
で
、

困
り
事
を
直
接
相
談
で
き

る
仕
組
み
も
出
来
て
き
た
。

世
代
を
超
え
た
交
流

に
も
力
を
注
い
で
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
は
休
止
し

て
い
た
育
成
会
と
青
年

部

を
「
こ
ど
も
盛
年
部
」

と
し
て
再
編
し
、
上
毛

か
る
た
大
会
や
餅
つ
き

大
会
を
充
実
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
令
和
7
年

度
か
ら
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
を
導
入
し
た
り
、
市

社
協
の
公
用
車
を
使
っ
た

買
い
物
ツ
ア
ー
も
実
施

す
る
な
ど
、
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
る
。

◎自然発生的に、コロナワクチン予約会が始まって、活動するな
かでやり方を変えていく柔軟な対応、スピードの早さが参考に
なった。

◎困りごとをボランティアの人材バンクを組織して解決していく
プロセスがすてき。

◎３０代からボランティアに参加しているのが素晴らしい。

支え合い活動
町のチームワークがさらに高まりました

10月20日 10月29日 11月4日
平和町二丁目 昭和町一丁目 南町二丁目

鶴光路町 大利根町 新堀町

大友町 総社町桜が丘 田口町

粕川町膳区 東片貝町 下長磯町

富士見町原西 富田町 大前田町

発行者
前橋市社会福祉
協議会地域福祉課

前橋市日吉町2-17-10
027-237-1142

３日間、それぞれ５つの町が活動を報告しました。

各町社協の活動発表の紹介に熱心に耳を傾けました（K’BIXまえばし福祉会館）

南
雲
厚
市
社
協
会
長
の

挨
拶
で
は
、
現
在
、
市
内

１
２
７
の
町
で
町
社
協
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
各

町
に
お
い
て
創
意
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
、「
地
域
の
皆
様

が
主
体
と
な
り
、
住
民
参

加
に
よ
る
福
祉
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
」
と
の
話

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
11
月
12
日
に
開

催
さ
れ
た
令
和
７
年
度
全

国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
町
社
協
の
取
り
組
み

が
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
（
社
会
福
祉
協

議
会
優
良
活
動
）
を
受
賞

す
る
こ
と
と
な
り
、「
全

国
的
に
も
皆
様
の
活
動
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

市
社
協
と
し
て
も
、
今

後
も
町
社
協
の
皆
様
と
一

緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

前橋市社会福祉協議会は、「地
域で取り組んでいる様々な福祉活
動を知りたい」という声に応え、
「町社協活動情報交換会」を開催
した。10月20日・29日・11月4日
の3日間にわたり、各日５町が活
動の説明や意見交換を行い、延べ
280名が参加した。

活動説明のあと、参加者から多
くの質問が寄せられ、会場は熱気
に包まれた。

参加者からは「他の活動者と交
流でき、今後の活動への刺激に
なった」「具体的な取り組みが聞
けて大変参考になった」「自分の町
でも試したい活動が見つかった」
といった声も寄せられ、活発な意
見交換の場となった。

発行日 令和8年1月



△発表者：笹岡 好和氏

Q新規転入者が多い町で、住民に地域活動への協
力や参加を促すための鍵となる取り組みは何か

A自治会長は、転入者へ生活ガイドを配布し、
「ご両親には故郷があるが、お子さんのふるさ
とは鶴光路町である」として協力を依頼してい
る。このメッセージが住民の理解と積極的な参
加につながっている。

Q地域活動では女性が多い傾向にある中、「ふれ
あいサロン」など男性が活発に参加している要
因は何か

A役員経験者やOBらが活動のイニシアチブを取り、
男性カラオケクラブなど男性の活動グループが
活発である。歴代会長全員がクラブ会員として
懇親し、新たな人間関係の繋がりを深めている。

Q自治会費が月800円でありながら、加入率100%を
達成し、安定した運営を可能にしている背景は
何か。

A会費とは別に「自治会共益費」として徴収する
仕組みを導入している。年間約1万円で町民の安
心が守られるという価値観が根付いており、全
員が参加している。

「我が家の包括ケアシステム」
65歳以上にファイルを配布

「
こ
の
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る

町
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

掲
げ
る
鶴
光
路
町
が
、

独
自
の
自
治
会
運
営
体

制
を
原
動
力
に
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域
福

祉
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

活
動
の
核
は
平
成
31

年
設
立
の
「
鶴
光
路
町

支
え
あ
い
の
会
」
。
新
型

コ
ロ
ナ
で
「
顔
合
わ
せ
・

心
合
わ
せ
・
力
合
わ
せ
」

が
停
滞
す
る
事
態
を
転

換
点
と
捉
え
、
令
和
3

年
に
「
町
社
協
設
立
モ

デ
ル
指
定
」
を
受
け
活
動

を
再
展
開
さ
せ
た
。

令
和
4
年
、
65
歳
以

上
の
町
民
に
健
康
・
生

活
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
回
答
率
85
％
と

高
い
関
心
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
自
治
会
は

医
療
機
関
、
市
社
協
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

と
「
鶴
光
路
町
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
委
員

会
」
を
設
立
。
緊
急
時

に
病
状
や
服
薬
情
報
を

共
有
し
、
救
急
隊
へ
提

示
で
き
る
「
我
が
家
の

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
、
分

析
結
果
の
冊
子
と
共
に

全
戸
配
布
し
た
。

令
和
７
年
に
は
50
～

67
歳
の
層
に
「
実
家
の
両

親
の
健
康
」
に
関
す
る
追

加
調
査
も
実
施
。
約
7

割
が
親
を
心
配
す
る
実

態
を
把
握
し
た
。

町
で
は
結
果
配
布
の

際
、
遠
方
の
家
族
へ
も

電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
定
期
連
絡
は
「
見
守

り
活
動
」
と
同
じ
だ
と

付
記
し
、
関
わ
り
を
促

し
て
い
る
。

こ
の
継
続
的
な
事
業

推
進
は
鶴
光
路
町
の
自

治
会
運
営
体
制
が
可
能

に
し
て
い
る
。

自
治
会
長
は
任
期
満
了

後
も
、
監
査
、
顧
問
、
相

談
役
と
し
て
最
長
８
年

間
、
主
要
事
業
を
継
続
支

援
す
る
。
こ
の
「
役
員
継

承
と
継
続
の
仕
組
み
」

こ
そ
が
、
ニ
ー
ズ
に
根

ざ
し
た
活
動
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
の
12
の
生
涯

学
習
ク
ラ
ブ
も
連
日
活
動

し
、「
集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ

り
す
る
」
機
会
が
日
常
的

に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
結
束

が
、
町
全
体
の
支
え
あ
い

活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。
◎担い手の拡大と継続化。見守るべき人を町全体で共有している。

居場所づくりや活動にまきこむ熱意と行動力に勉強になりました。

◎老人や若者等の情報アンケートを細かく積極的に行い、地域の情
勢を的確に把握していると感じた。

◎役を終わってからも、地域に携わる形態が盤石であると感じ、
参考になった。

鶴光路町は、前橋市南部の下川淵地区に位置し、349世帯831名により構
成される。コストコやイケアなど商業施設が進出し、下川淵地区は前橋市
で人口増加率が高い地域である。
新規転入者が多く子どもの多い町であり、高齢化率は約25.1%と比較的

に低い。自治会は幸福度（ウェルビーイング）の向上を目指している。

説明資料↑

大友町は、住民が「安全・安心で心豊かなまちづくり」を目指す地域で
ある。高齢化が進み、75歳以上の住民が16.2%を占め、その数は約376人い
る。特に独居高齢者世帯は90世帯を超えており、見守りや支え合いが重要
とされている。このため、令和4年に町社協を立ち上げ、自治会と一体と
なって町の状況把握に取り組んでいる。

Q新たに地域活動を始める際、仕事が増えるなど
の懸念を示す住民や役員の意識をどのように変
え、活動へと繋げていったのか。

A難しいことは考えず、今までも行っていた活動
を継続すれば良いと伝えた。無理せずできる範
囲で取り組み、活動を自分の仕事の一つとして
認識してもらうことが大切である。

Q町社協の活動の中で、特に住民の方々が困って
いると感じていることは何か、また、それに対
してどのような支援を実施しているのか。

A住民アンケートの結果、買い物支援への要望が
最も多かった。移動スーパーとの連携や、サロ
ン開催時の野菜販売店出展（100円助成付き）な
どで対応している。

Q中学生や小学生といった若い世代を活動に巻き
込むことで、どのような効果やメリットがある
のか。

A子どもたち自身が地域の一員として見守り活動
に関わる。子どもが活動に参加することで、そ
の親も一緒に活動に出てくることが期待でき、
次世代への継承にも繋がる。

△発表者：林 悦実氏

大
友
町
で
は
、
町
社

協
が
自
治
会
活
動
と
一

体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
点
が
最
大
の
特

色
で
あ
る
。
林
悦
実
会

長
が
町
社
協
と
自
治
会

長
を
兼
任
す
る
こ
と
で
、

町
内
の
情
報
が
役
員
間

で
共
有
さ
れ
や
す
く
な

り
、
高
齢
者
の
見
守
り

か
ら
空
き
家
、
環
境
美

化
と
い
っ
た
地
域
全
体

の
困
り
ご
と
へ
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を

築
い
て
い
る
。

活
動
の
柱
の
一
つ
が
、

き
め
細
か
な
「
見
守
り
」

で
あ
る
。
75
歳
以
上
の

一
人
世
帯
な
ど
の
情
報
を

記
し
た
「
見
守
り
マ
ッ
プ
」

を
随
時
更
新
し
、
年
６
回

の
定
例
会
議
で
共
有
さ

れ
、
日
々
の
「
さ
り
げ
な

い
見
守
り
活
動
」
に
生
か

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民

生
委
員
と
保
健
推
進
員

が
年
２
回
作
成
す
る

「
見
守
り
は
が
き
」
は
、

対
象
者
か
ら
感
謝
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

対
面
交
流
へ
の
重
要
な

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

年
９
回
開
催
さ
れ
る

サ
ロ
ン
は
、
住
民
の
具

体
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
場
と
な
っ
て
い
る
。

１
０
０
円
助
成
付
き

の
野
菜
販
売
や
、
移
動

ス
ー
パ
ー
と
連
携
し
た

買
い
物
支
援
を
実
施
。

サ
ロ
ン
の
予
定
表
を
町

内
４
つ
の
医
院
に
掲
示

す
る
な
ど
、
地
域
連
携

も
深
め
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
た
世

代

間

連

携

も
進

む
。

７
月
か
ら
は
中
学
生

３
名
が
登
下
校
時
の
声

か
け
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。今
後
は
小
学
生
高

学
年
に
も
協
力
を
求
め

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
。

防
災
面
で
も
、
震
度
６

弱
を
想
定
し
た
避
難
行
動

要
支
援
者
の
安
否
確
認
訓

練
を
役
員
全
員
で
行
う
な

ど
、
組
織
が
形
骸
化
し
な

い
よ
う
実
践
的
な
取
り
組

み
を
重
視
し
て
い
る
。

林
会
長
は
「
難
し
く
考

え
ず
、
今
や
っ
て
い
る
こ

と
を
そ
の
ま
ま
継
続
す

る
」
と
話
す
。
自
治
会
と

連
携
し
た
継
続
可
能
な

体
制
で
、
地
域
活
動
を

力
強
く
推
進
し
て
い
る
。

◎中学生ボラの活用について着眼したところが良いと感じた。

◎心あたたまる見守りはがきに特に興味を持ちました。また、呼び
かけのチラシなども、一人暮らしの方にとっては、とても有効な
のではと思いました。

◎中学生を参加させる地域活動に感心した。これからも小学生高学年
にも参加を要請していく考えがあることはとても良いことに思える。

年６回定例会議を実施

説明資料↑



△発表者：根岸 俊之氏、中村 雅樹氏

粕川町膳区は、前橋市で一番東に位置する小さな町である。人口は730
人、約300世帯が暮らしている。住民の4人に1人が75歳以上の高齢者（約
180人）であり、高齢化が特に進んでいる状況だ。

一人暮らしの高齢者は25世帯いる。高齢化や核家族化が進むにつれ、近
所付き合いが希薄になり、空き家や窃盗などの社会問題が増えてきた。

Q見守り活動の最終的な目標は何か。また、訪問する
対象世帯はどのようにして決定しているのか。

A一人暮らしの高齢者や日中1人になるなど、心配
な世帯を対象にしている。目標は、ご近所の人が
毎日お互いを見守り合える地域づくりを実現する
ことであり、今はそのきっかけ作りとして、スタッ
フが見守っているが、将来は隣人に移行したい。

Q経験ゼロの地区がわずか約２年半で、サロンや防
災活動をできるようになったのはどうしてか。

A当初は自治会役員だけで立ち上げようとしたが、経
験がなかったため、福祉的な感覚を持つ民生委員経
験者、長寿会、更女などの関係者に集まってもらい、
議論を重ねて体制を構築した。この経験者を中心と
した人選が、活動の円滑なスタートにつながった。

Qサロンや見守り活動の運営資金はどのように確保
し、住民サービスを無料で提供できているか。

A市社協や粕川地区社協、自治会からの助成金を活
用し、運営資金を確保している。スタッフの費用
持ち出しは一切ない。サロン参加者へのお茶やお
菓子（1人300円程度）、景品なども全て無料で提
供しており、住民は気軽に参加できる環境にある。

粕
川
町
膳
区
は
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
が
住
民

の
約
４
分
の
１
を
占
め
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
孤
立
も

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

 

こ
の
地
域
課
題
に
「
福

祉
」
と
「
防
災
」
の
両
面

か
ら
取
り
組
む
た
め
、
住

民
が
立
ち
上
が
っ
た
。

福
祉
活
動
の
中
心
は
、

令
和
５
年
度
に
本
格
始

動
し
た
町
社
協
で
あ
る
。

立
ち
上
げ
は
、
当
初
、
自

治
会
役
員
の
福
祉
活
動
経

験
の
不
足
か
ら
難
航
し
た

が
、
民
生
委
員
経
験
者
や

長
寿
会
役
員
ら
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
市
社
協
担
当
者
に

よ
る
説
明
や
他
地
区
の
サ

ロ
ン
見
学
な
ど
熱
心
な
勉

強
会
を
重
ね
、
発
足
に

至
っ
た
。「
で
き
る
人
が
、

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る

範
囲
で
や
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
、
無
理
の
な
い
継

続
を
目
指
し
て
い
る
。

担
い
手
22
名
の
、
う
ち

５
組
10
名
が
夫
婦
で
参
加

し
て
い
る
。

主
な
活
動
は
、「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
と
毎
月
の

「
見
守
り
活
動
」
で
あ
る
。

見
守
り
で
は
、
３
人

１
組
で
30
世
帯
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
健
康

状
態
を
さ
り
げ
な
く
確

認
す
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
揃

い
の
黄
色
い
ビ
ブ
ス
と
名

札
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
に
安
心
感
を
与
え
、

防
犯
効
果
と
連
帯
感
の
向

上
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

一
方
、
自
治
会
は
防
災

活
動
に
注
力
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

か
ら
、
公
的
支
援
の
遅
れ

を
想
定
し
、
住
民
同
士
の

迅
速
な
助
け
合
い
が
必
要

と
考
え
た
。
そ
こ
で
独
自

の
「
黄
色
い
安
否
カ
ー
ド
」

を
全
世
帯
に
配
布
。

震
度
５
強
以
上
の
地
震

時
、
無
事
な
世
帯
は
、
玄

関
先
に
カ
ー
ド
を
掲
示
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

掲
示
の
な
い
家
を
優
先

的
に
、
近
隣
住
民
が
安
否

確
認
や
救
出
を
行
う
仕
組

み
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
支

援
者
の
情
報
が
共
有
さ
れ

に
く
い
現
状
を
補
完
す
る

狙
い
も
あ
る
。

毎
年
の
防
災
講
座
や
全

世
帯
参
加
の
防
災
訓
練
に

よ
り
「
大
地
震
で
も
犠
牲

者
０
」
を
目
指
し
て
い
る
。

日
常
の
見
守
り
と
非
常

時
の
互
助
、
こ
の
両
輪
が

地
域
の
絆
を
強
め
て
い
る
。

◎地域全体が日頃から町内の方の安全と安否確認が出来ている
こと、災害時でも町内で住民の状態が分かるように工夫がさ
れていることは真似をしたいと思いました。

◎災害対策が参考になりました(安否カード)。

◎統一したユニフォームや安否カードが素晴らしい。

おそろいのユニフォーム

説明資料↑

△発表者：船津 康一氏、宮下 昇三氏

富士見町の最南端にある原西地区は、世帯数約140、人口約400人の小さ
な自治会である。

地域のシンボルは古墳である九十九山である。高齢化が進み、70歳以上
の高齢者が100人を超え、人口の約4分の1を占めている。コロナ禍で活動
が停滞し、後継となる役員の確保にも苦労している状況である。

Q住民が活動へ継続的に参加し、担い手として楽し
んで関わってもらうための工夫や心構えは何か。

A重要なのは「自分が楽しむ」ことを活動の基盤に
置くことである。特技や趣味を持つ住民に講師と
なってもらい、やらされ感のない主体的な活動を
促している。

Q活動開始から３年が経過したが、依然として男性
の参加が少ないことへの具体的な対策はあるのか。

A現状、男性の参加者が少なく大きな課題であり、
例えば麻雀を取り入れたり、夜間の「男のコミュ
ニティサロン」の開催を検討するなど、男性が興
味を持てる企画を模索中である。

Q食を通じた交流の場である九十九山食堂を毎月定
期的に開催しない理由は何か。

A食堂の運営は、連携するボランティア団体にとっ
て大変な負担となるからである。
参加者が楽しみながら継続できるよう、現在は年
に２回のペースで開催している。

◎小さな町でも地域住民の協力で出来ることが分かり参考になった。

◎居場所づくりや活動にまきこむ熱意と行動力に勉強になりました。

◎担い手の協力が素晴らしい。

「
原
西
支
え
合
い
の
輪
」

は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
自
治

会
活
動
が
停
滞
す
る
中
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
開
始
し
た
。
活
動
の
核

は
、
公
民
館
の
積
極
的

な
活
用
で
あ
る
。

公
民
館
を
「
誰
で
も

来
や
す
い
場
所
」
と
し
、

こ
こ
に
来
る
こ
と
で
困

り
ご
と
な
ど
が
共
有
さ

れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

交
流
活
動
は
、
従
来

か
ら
の
サ
ロ
ン
を
継
続

し
つ
つ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
誰
で
も
自
由

に
過
ご
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し

た
。
そ
こ
で
は
、
お
茶

飲
み
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
団
体
や
住
民
と
連

携
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
る
。
特
に
、

食
を
通
じ
た
居
場
所
づ

く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

「
九
十
九
山
食
堂
」
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

連
携
し
て
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
で
年

2
回
実
施
し
、
こ
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
み
ん

な
が
一
緒
に
食
事
を
共

に
す
る
機
会
を
大
切
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
住

民
の
趣
味
や
特
技
を
生

か
し
た
講
座
・
教
室
を

開
催
し
、
活
動
へ
の
参

加
を
促
し
て
い
る
。

見
守
り
活
動
は
、
民
生

委
員
と
連
携
し
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど
支
援
を

必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、

サ
ロ
ン
後
、
手
分
け
し
て

様
子
を
伺
う
な
ど
、
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
。

支
え
合
い
活
動
で
は
、

身
近
な
困
り
ご
と
に
対

応
す
る
「
お
助
け
隊
」
の

登
録
を
進
め
る
ほ
か
、
サ

ロ
ン
の
際
に
、
地
域
包
括

と
連
携
し
、
困
り
ご
と

相
談
を
随
時
開
催
し
て

い
る
。

し
か
し
、
自
ら
困
り

ご
と
の
声
を
上
げ
る
住

民
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

と
い
う
状
況
も
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
自

治
会
長
が
1
年
交
代
の

た
め
、
ど
の
よ
う
に
活

動
を
引
き
継
い
で
い
く

か
、
ま
た
、
男
性
や
若

い
層
の
住
民
の
関
心
・

参
加
を
ど
の
よ
う
に
促

し
て
い
く
か
、
支
え
合

い
の
輪
の
運
営
に
悩
み

は
尽
き
な
い
が
、
「
で

き
る
こ
と
を
、
で
き
る

ひ
と
が
、
で
き
る
範
囲

で
」
を
基
本
に
地
道
に

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

ようこそ！九十九山食堂へ！

説明資料↑



△発表者：村山 信太郎氏、長岡 英樹氏

昭和町一丁目は、およそ400世帯が暮らす町である。自治会を支える担
い手が非常に少ない状況にあり、自治会長ひとりで町を運営するのは難し
い状態にある。そのため、老人会長や育成会長を含む四人の副会長が、高
齢者、こども、IT、防災の担当として役割を持ち、住民の暮らしを支える
ための横の連携を深めることを目指している。

Q登録者が増えない住民に対し、どのように情報
共有や災害時の安否確認を行う計画であるか。

A５年後を見据えデジタル化を進めるが、隣人同
士の付き合いを濃厚にし、未登録者の安否確認
を周囲の住民が代行する体制を目指す。

Q情報伝達の手段として、広く普及しているＬＩ
ＮＥではなく、メール配信を選んだのはなぜか。

AＬＩＮＥは頻繁に配信すると課金が発生し費用
負担が増すためだ。また、ガラケー使用者も対
象に含めるため、汎用性の高いメールを選択し
た。

Qメール配信システムを導入するにあたり、初期
投資や年間のランニングコストはどれくらいか
かるのか。

A初期投資は無く、年間のサービス利用料は約１
万円である。費用は自治会費から捻出し、経済
的な負担は少ない。

◎メーリングリストの方法は私たちの町でも、すぐ活用できるの
ではと思いました。

◎同様の取り組みを考えていた所だったので、参考になった。

◎情報化社会に向けた取り組みとして、メーリングリストの活用
が参考になった。

昭
和
町
一
丁
目
で
は
、

従
来
の
回
覧
板
や
電
話
連

絡
網
が
緊
急
時
の
情
報
伝

達
に
お
い
て
遅
滞
し
が
ち

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
迅

速
か
つ
効
率
的
に
対
応
す

る
た
め
「
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
」
を
開
始
し
た
。

高
齢
者
、
育
成
会
、
防
災
、

Ｉ
Ｔ
分
野
の
計
４
名
の
自

治
会
副
会
長
に
役
割
を
分

担
し
、
Ｉ
Ｔ
担
当
の
副
会

長
が
中
心
と
な
り
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
年
額
約
１
万

円
の
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

を
基
盤
と
し
て
い
る
。

主
な
活
用
目
的
は
、
災

害
や
不
審
者
情
報
、
お
く

や
み
な
ど
の
緊
急
性
の
高

い
情
報
を
、
回
覧
板
よ
り

も
速
や
か
に
町
内
約
４
０

０
世
帯
に
届
け
る
こ
と
に

あ
る
。
段
階
的
な
普
及
を

目
指
し
、
開
始
か
ら
２
～

３
年
が
経
過
し
、
約
１
５

０
人
の
登
録
し
て
い
る
。

最
も
特
長
的
な
機
能

は
、
メ
ー
ル
に
よ
る
安

否
確
認
と
、
位
置
情
報

の
特
定
機
能
で
あ
る
。

配
信
さ
れ
た
安
否
確
認

メ
ー
ル
に
対
し
、
住
民
が

「
元
気
で
す
」「
怪
我
を

し
ま
し
た
」
な
ど
の
状

況
を
返
信
す
る
と
、
管

理
者
は
誰
が
メ
ー
ル
を

開
封
し
た
か
、
そ
し
て

発
信
者
が
ど
こ
に
い
る

の
か
を
地
図
上
で
把
握

で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

災
害
発
生
時
に
被
災
者

の
正
確
な
居
場
所
が
特

定
で
き
、
必
要
に
応
じ

て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
支

援
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
、
定
期
的
な

配
信
に
よ
り
見
守
り
に

も
役
立
て
て
い
き
た
い
。

シ
ス
テ
ム
登
録
を
促
進

す
る
た
め
、
町
社
協
は
、

秋
祭
り
な
ど
で
ス
マ
ホ
講

習
し
た
り
、
個
別
に
支
援

を
す
る
こ
と
で
、
利
用
促

進
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
メ
ー
ル
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
に
お
け

る
「
横
の
つ
な
が
り
」
こ

そ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

有
効
活
用
す
る
た
め
の

最
も
大
切
な
基
盤
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
活
動
全
体
を

活
性
化
し
、
住
民
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
が
、

シ
ス
テ
ム
の
長
期
的
な

運
用
と
町
の
健
全
な
発

展
に
不
可
欠
で
あ
る
。 秋祭りでスマホ

講習会を実施

説明資料↑

△発表者：岡 正雄氏、藤井 雄治氏

大利根町は、世帯数1,250世帯、人口約2,600人である。
町全体の高齢化率は約40％前後で、これは前橋市全体の平均高齢化率よ

りも高い状態にある。
以前は担い手不足や空き家の増加が課題であったが、現在は人口減少が

止まり、若い世代の住民が増える世代交代も進みつつある。

Q高齢化率が高い中、担い手不足解消のため、ど
のようにして若い世代の人材を活動に組み込ん
でいるのか。

A子どもの夏休みの宿題対策として勉強会を公民
館で実施し、課題解決に協力した。これをきっ
かけに育成会役員がチーム大利根のメンバーに
加わり、若い世代との連携強化に成功している。

Qスマホを持たない、または操作に不慣れな高齢
者に対する情報伝達は、回覧板廃止をせずにど
のように工夫しているのか。

A回覧板は継続しているが、ＨＰ開設により情報
収集が容易になった。82歳の耳の聞こえない高
齢者がＨＰで情報を得られ助かっているという
事例があり、情報格差の是正に役立っている。

QＨＰの初期費用は補助金で賄ったが、継続的な
運営に必要な年間の維持管理費やランニングコ
ストはどれくらいか。

A年間のランニングコストはサーバー管理費とし
て管理会社に支払う３万円である。公民館使用
料の収入が運営費に充当されるため、ＨＰ維持
による住民の新たな負担は抑えられている。

◎古い住宅団地の活動が気になっていたので、参考になった。

◎ホームページ開設、情報発信、人の集結方法、活用能力等全般
的取り組みが素晴らしいと感じた。

◎充実したホーㇺページに驚きました。また、町社協が自治会の
実働を担っている点は考え方として大変参考になりました。

大
利
根
町
の
高
齢
化

率
は
、
市
平
均
よ
り
も

高
い
40
％
、
地
域
課
題

解
決
の
た
め
「
チ
ー
ム

大
利
根
」
が
設
立
さ
れ

た
。
課
題
検
討
の
過
程

で
、「
回
覧
板
の
機
能
不

全
対
策
」
と
「
担
い
手
不

足
へ
の
対
応
」
の
２
点

が
挙
げ
ら
れ
た
。

「
回
覧
板
機
能
の
不
全

対
策
」
と
し
て
、
情
報

伝
達
を
確
実
に
す
る
た

め
Ｈ
Ｐ
を
令
和
５
年
10

月
１
日
に
開
設
。
運
営

は
「
確
実
な
更
新
」
を
最

重
視
し
、
公
民
館
長
が

中
心
の
「
Ｈ
Ｐ
担
当
チ
ー

ム
」
が
月
10
回
以
上
活

発
に
更
新
。
民
生
委
員

や
保
健
推
進
員
な
ど
、

多
様
な
組
織
か
ら
公
民

館
長
へ
情
報
が
集
ま
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
。

Ｈ
Ｐ
の
導
入
は
地
域

の
安
心
安
全
確
保
に
も

貢
献
し
て
い
る
。
地
区
内

で
忍
び
込
み
事
件
が
発
生

し
た
際
に
、
防
犯
情
報
を

す
ぐ
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、

高
齢
者
間
の
口
コ
ミ
で

注
意
喚
起
が
広
が
る
効

果
が
見
ら
れ
た
。

Ｈ
Ｐ
で
情
報
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
、
情
報
格
差
の

是
正
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

組
長
の
任
務
な
ど
の
情

報
も
Ｈ
Ｐ
上
に
パ
ス
ワ
ー

ド
付
き
で
掲
載
し
、
利
便

性
が
向
上
し
た
。

町
外
か
ら
の
注
目
度
が

高
ま
り
、
町
民
の
信
頼
感

に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

一
方
、「
担
い
手
不
足
」

対
策
と
し
て
は
、
一
級
建

築
士
、
医
師
、
造
園
技
術

者
な
ど
、
町
民
の
知
見

を
リ
ス
ト
化
し
た
「
大

利
根
版
人
材
バ
ン
ク
」

を
作
成
し
、
自
治
会
が
信

頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー

を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
。
草
む
し
り
等

の
困
り
ご
と
に
対
し
、

外
部
業
者
に
よ
る
不
適

切
な
営
業
を
防
ぎ
つ
つ
、

信
頼
性
の
高
い
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
に
組
長
を
組
み

込
む
こ
と
で
、
理
解
者
を

増
や
し
、
継
続
性
を
確

保
。
育
成
会
と
の
勉
強
会

や
支
援
を
通
じ
て
若
い
世

代
と
の
連
携
も
強
化
、
育

成
会
役
員
の
チ
ー
ム
参
加

も
実
現
し
た
。
チ
ー
ム
Ｔ

シ
ャ
ツ
作
成
に
よ
り
一

体
感
が
生
ま
れ
、
自
治
会

が
企
画
、
チ
ー
ム
大
利
根

が
実
働
と
な
り
、
円
滑
に

運
営
で
き
て
い
る
。

ホームページトップ画面

説明資料↑



△発表者：六川 茂人氏

総社町の北端にある桜が丘は、自然の豊かさと利便性を兼ね備えた買い
物などにも便利な住みやすい地域である。
総人口は約960人、約450世帯。この地域は高齢化が進み、75歳以上が

200人を超え全体の約21％を占めており、100歳になる方もいる。

Q親切心からお手伝いを実行した際に、万が一怪
我をするなど、責任問題に発展するリスクへの
対策は。

A実際に小さな親切が迷惑となる事例や、怪我の
リスクがある。民生委員も関わるが、危険だと
感じたら専門業者に任せるなど、無理をせず安
全を最優先に対応することが重要である。

Q組長など役員は毎年交代するが、「つなぐ」活
動やツールの内容をどのように引き継ぎ、浸透
させていくのか。

A今後は、交代する組長の方々に実物であるリー
フレットやボードを見てもらい、活動への理解
を深めてもらう機会を設ける。９年程度で根気
強く浸透を図る考えである。

Q地域における野良猫の問題など、住民間の苦情
やトラブルが発生した場合、支え合いの活動で
どのように対処するのか。

A役員だけで全てを処理するのは困難であるため、
まずは当事者間で仲良くなる、あるいは関係性
を作ることから始める。やわらかい言葉で対話
することが、苦情処理を和らげる鍵となる。

◎「つなぐ」の３年計画が大変すばらしいと思った。

◎リーフレットやマグネットは参考にさせて頂く内容だった。

◎リーフレットは手軽かつ確実に伝えることができる方法で、
とても勉強になった。

桜
が
丘
で
は
、
人
口
の

２
割
が
75
歳
以
上
と
な
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
住
民
間
の
関
わ
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
町
社

協
は
、「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
の
精
神
を
基
に
、
住

民
相
互
の
支
え
合
い
を

促
進
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

活
動
の
柱
は
「
つ
な
ぐ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
と
「
つ

な
ぐ
ボ
ー
ド
」
で
あ
る
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
全

戸
に
配
布
さ
れ
、「
つ
ら

い
と
き

な
や
ま
な
い
で

す
ぐ
相
談
」
と
い
う
合

言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

作
成
に
は
約
１
年
検

討
を
行
っ
た
。
特
に
力

を
入
れ
た
の
は
、
人
間
関

係
を
３
年
間
で
段
階
的

に
深
め
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
１
年
目
は
「
挨
拶
」

を
広
め
る
こ
と
。

今
年
は
「
挨
拶
」
に
加

え
て
、
天
気
な
ど
の
話
題

を
交
わ
す
「
ひ
と
声
」
を

目
標
と
し
て
い
る
。

来
年
は
、「
お
手
伝
い
」

が
で
き
る
関
係
性
を
目

指
し
て
い
る
。

「
お
手
伝
い
」
は
、「
で

き
る
人
が

で
き
る
こ
と

を
で
き
る
時
に

つ
な
い

で
い
く
」
と
い
う
考
え
に

基
づ
き
、
日
常
の
簡
単
な

な
事
柄
を
想
定
し
て
い
る
。

活
動
を
担
う
の
は
、
自

治
会
役
員
、
民
生
委
員
、

保
健
推
進
員
、
組
長
な
ど

か
ら
な
る「
つ
な
ぐ
委
員
」

約
50
名
。
地
域
に
挨
拶
の

輪
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、

活
動
を
全
体
に
浸
透
さ
せ

る
に
は
根
気
強
い
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
９
年

程
度
の
期
間
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

「
つ
な
ぐ
ボ
ー
ド
」
は
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
式
で
冷
蔵

庫
な
ど
に
貼
付
で
き
る

連
絡
ツ
ー
ル
と
し
て
作

成
さ
れ
た
。
緊
急
時
に

焦
っ
て
連
絡
先
を
探
さ

な
く
て
も
済
む
よ
う
、

家
族
や
近
隣
の
仲
の
良

い
人
、
会
長
自
身
の
連

絡
先
な
ど
、
重
要
だ
と

感
じ
る
連
絡
先
を
３
名

分
程
度
書
き
込
め
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
交
流
か
ら
見
守
り
、

そ
し
て
相
互
の
支
え
合
い

の
体
制
へ
と
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 「つなぐリーフレット」の説明

説明資料↑

△発表者：阿部 真由美氏

東片貝町は桂萱地区に位置する。平成29年に住民の寄付などの協力に
より新しい公民館が完成した。この町はここ20年で約200世帯増加し、世
帯数は800を超えた。世帯増加の多くは、土地を購入し家を建てた子育て
中の若い家族によるものである。そのため、高齢者の見守りだけでなく、
核家族化が進む若い世代への支援も重要な課題となっている。

Q町社協が自治会からのワンクッションを挟まず、
独自に活動を進めているのはなぜか。

A自治会長を経由すると伝達に時間のロスや誤り
が生じる可能性があるため、実動部隊が町社協
とダイレクトに連携するためである。

Qサロン参加者減少の要因とされる移動手段の困
難さに対し、どのような具体的な対策を検討さ
れているか。

A送迎支援ができないため、介護認定の出た人は
シニアカーの活用を推奨している。いかにして
住民を自宅から外へ引き出し、活動に魅力を持
たせるかが課題である。

Q若い家族や子どもたちへの見守り活動を広げる
中で、地域住民が不審者と間違われずに交流す
るにはどうすればよいか。

A核家族化で増えた若い家族も対象であるが、子
どもに声をかけるのが難しいのが現状である。
不審者とされないよう自己紹介をしてから挨拶
するなど、慎重な交流方法を考えている。

◎まとまりのある町ですばらしいと思った。

◎ポールウォーキングサークルの活動を参考にしたい。

◎サロンの活動の広がりについて興味があったため、学びになった。

東
片
貝
町
の
町
社
協

「
い
ー
す
と
」
は
、
住
民

同
士
が
顔
見
知
り
と
な

り
、
安
全
安
心
に
暮
ら

せ
る
地
域
を
目
指
し
、

活
動
を
開
始
し
た
。

特
に
、
従
来
の
地
域
見

守
り
活
動
が
高
齢
者
に
偏

り
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、

子
育
て
中
の
若
い
世
代

や
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
を
重
視
し
て
い
る
。

こ
れ
は
地
域
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す

る
中
、
若
い
世
代
が
様
々

な
悩
み
に
直
面
し
て
い
る

実
情
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

過
去
に
は
、
子
ど
も
に

地
域
の
大
人
が
声
か
け
を

し
た
こ
と
で
問
題
が
収

ま
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ

う
し
た
昔
な
が
ら
の
助
け
合

い
の
復
活
を
望
ん
で
い
る
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
居
場
所
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
「
い
ー
す
と
テ

ラ
ス
」
と
、
健
康
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
「
い
ー
す

と
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
」
が
柱
で
あ
る
。

テ
ラ
ス
で
は
、
飲
み
物

や
軽
食
を
提
供
し
、
住
民

が
気
軽
に
集
ま
り
、
た
わ

い
も
な
い
会
話
を
通
じ
て

情
報
交
換
を
行
え
る
場
と

な
っ
て
い
る
。

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は

12
人
程
度
が
活
動

し
て
お
り
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
若
い
世
代
も
参
加

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

外
部
講
師
を
依
頼
し
て

い
た
が
、
２
人
の
担
い
手

が
指
導
者
資
格
を
取
得
し

た
こ
と
で
、
参
加
費
な
し

で
活
動
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
毎
月
の
サ
ロ
ン

で
は
、
出
前
講
座
や
音

楽
演
奏
な
ど
を
通
じ
て
、

貴
重
な
体
験
を
提
供
。

情
報
発
信
は
、
年
６
回

生
涯
学
習
奨
励
員
と
協
力

し
、
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

当
初
運
営
に
は
、
当
て

職
が
集
め
ら
れ
た
が
、
現

在
は
任
期
を
設
け
ず
継
続

で
き
る
体
制
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
役
員

経
験
者
が
「
お
客
さ
ん
」

と
な
る
の
で
は
な
く
、
裏

方
と
し
て
「
人
の
た
め
に

な
れ
る
」
と
い
う
や
り
が

い
を
継
続
し
て
感
じ
ら
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
サ
ロ
ン
や
テ

ラ
ス
の
参
加
者
は
、
減
少

傾
向
に
あ
る
。
い
か
に
、

外
出
し
た
く
な
る
活
動

を
提
供
で
き
る
か
が
、

２
年
目
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

赤城山で健康づくり

説明資料↑



△発表者：太田 茂氏

富田町は、前橋市の東部に位置し、伊勢崎市と接する準農村地帯である。
キュウリや稲、バラなどを栽培しており、人口は約2,500人、世帯数は

930世帯の中規模な町である。
町の標語に掲げる「安全で美しい町、健康で楽しい町」を目指しており、

最高齢は94歳までの多くの住民がサロンに集う。

Q送迎ボランティア活動において、運行中の事故や
保険、法的な問題についてはどのように対応し
ているのか。

A利用者は金銭を負担しない。運転手に渡される
100円/回は報酬ではなく、サロン会計から支出
している。保険は全社協の送迎保険に加入して
おり、事故の際の怪我などが保障される。

Q 見守り活動に活用する「福祉・災害マップ」は、
個人情報保護をどのように図り、誰と情報共有
しているのか。

A情報は、自治会と民生委員、町社協スタッフの
みで共有する。外部や一般住民には一切公開せ
ず、個人情報には十分配慮している。見守りの
必要度を色分けして視覚的に把握している。

Qふれあいバスハイキングの費用は、住民の個人
負担の他にどのような補助金で賄われているの
か。

A個人負担は2,000円から3,000円であり、残りは
町社協運営費から賄っている。運営費の主な財
源は、前橋市社協と自治会からの補助金である。

◎自治体と別に町社協の役員が活動しているということが参考に
なった。

◎色々なサロンを立ち上げ、それぞれのサロン参加者が違うとい
う事、うらやましい限りです。

◎乗り合いの車の保険、事故が一番心配でしたが、今回の説明で
よくわかりました。今後も検討していきたい。

富
田
町
の
活
動
は
、
自

治
会
に
迷
惑
を
か
け
な
い

な
ら
ば
と
言
わ
れ
、
平
成

22
年
に
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
10
年
で
「
会
食

会
」「
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」

「
歌
声
サ
ロ
ン
」と
広
が

り
、
町
社
協
の
モ
デ
ル
地

区
を
提
案
さ
れ
設
立

と
な
っ
た
。

町
社
協
は
「
富
田
町

サ
ロ
ン
」
の
愛
称
で
呼

ば
れ
、
サ
ロ
ン
の
延
長

線
上
に
あ
る
自
然
体
な

活
動
を
維
持
し
て
い
る
。

基
本
理
念
は
「
自
治
会

は
縦
糸
、
町
社
協
は
横
糸
」

 

行
政
的
活
動
は
自
治
会
、

住
民
の
楽
し
み
や
潤
い
は

町
社
協
と
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
自
治
会
か
ら
助

成
金
は
受
け
る
が
組
織
と

し
て
は
独
立
し
て
い
る
。

設
立
の
際
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
健
康
」

や
「
免
許
返
納
後
の
不
安
」

と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
判
明
。

対
応
策
と
し
て
送
迎
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
考
案
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
免
許
返
納

者
ら
が
サ
ロ
ン
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
運
転
手

が
自
家
用
車
で

㎞
程

度
の
近
距
離
を
送
迎
す

る
活
動
で
あ
る
。
鉄
則

は
、
運
転
手
と
利
用
者
の

日
頃
か
ら
の
人
間
関
係
で

あ
る
。
移
動
手
段
の
な

い
高
齢
者
の
生
活
の
喜

び
を
生
む
大
切
な
手
段

と
な
っ
て
い
る
。

活
動
は
、
サ
ロ
ン
・
歌

声
サ
ロ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
サ

ロ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

60
代
か
ら
90
代
ま
で
広

く
参
加
。
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
情
報
交
換
も
自

然
に
行
わ
れ
て
い
る
。

見
守
り
・
ふ
れ
あ
い
活
動

は
、
民
生
委
員
が
中
心
と

な
り
行
い
、
調
査
情
報
を

基
に
「
福
祉
・
災
害
マ
ッ

プ
」
を
作
成
。
支
援
が
必

要
な
人
を
色
分
け
で
把
握

し
、
自
治
会
と
町
社
協
ス

タ
ッ
フ
間
の
み
で
共
有
、

災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
。

夏
休
み
に
は
育
成
会

と
高
齢
者
の
交
流
会
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
と
遊
ぼ
う
」

を
開
催
。
こ
う
し
た
活
動

が
、
支
援
が
必
要
な
ケ
ー

ス
を
、
専
門
的
な
機
関
へ

ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。

長
年
の
地
道
な
活
動
は
、

「
難
し
い
こ
と
は
せ
ず
、

や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い

く
」
と
い
う
姿
勢
で
継
続

さ
れ
て
い
る
。

育成会とサロンの交流会

説明資料↑

1.5

南町二丁目は、前橋駅の南側、前橋刑務所の裏側に位置し、人口1,987
名、1,054世帯を抱える地域である。桜の名所として知られる南町公園が
あり、前橋市の景観資産に選ばれている。

この町には、70歳以上の高齢者世帯が255世帯あり、その内訳は、ひと
り暮らしが82世帯、老々世帯が70世帯、同居世帯が103世帯である。

Q１人で動けない、または家の中しか動けない高
齢者に対し、集まりや交流の機会をどのように
設けているのか。

A今年度から健康麻雀大会を春と秋に実施している。
送迎希望者には、町社協が保有する４台の車いす
で送迎を行い、参加を促し、会話や指先を動かす
機会を提供している。

Qヤクルト販売員との見守り連携事業における、具
体的な情報共有の進め方について知りたい。

A市社協とヤクルトで協定を結んでおり、モデル事
業として、南部地区の民生委員とヤクルトの連携
が推進中である。毎月１回、ヤクルト愛飲者の見
守り情報を民生委員の定例会で共有し、連携を図
っている。

Q見守りリストに高齢者の氏名や区分などを記載
しているが、個人情報の漏洩や盗難などにつな
がる懸念はないか。

A個人情報の取り扱いについては、利用目的や責
任者を明記した通達文を全世帯に配布している。
リストは、町社協メンバーの20名のみが扱える。
紛失時には、誰が持っていたかが特定できる。

△発表者：持田 保氏、岩﨑 泰人氏

◎町社協の役割が分かりやすかった。

◎民生委員の見守りする地域が多いと思われる中、ヤクルトさん、
他団体のマンパワーが活躍しており、目から鱗です。

◎高齢化社会に対する自治会、民生委員、社協、老人会が一つにな
り活動することの必要性を感じた。

世代間交流-夏休みラジオ体操の様子

南
町
二
丁
目
で
は
、
町

社
協
が
自
治
会
の
組
織
図

の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
。
福
祉
部
を
母
体
に
、

長
寿
会
、
商
工
会
、
青
年

会
な
ど
各
種
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
部
に
役
員
を
配
置
。

こ
れ
に
よ
り
、全
体
で
環

境
、福
祉
、体
育
、防
犯
・
防

災
分
野
の
活
動
を
推
進
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

町
社
協
の
設
立
は
令
和

３
年
度
、
設
立
時
に
自
治

会
員
対
象
の
「
困
り
ご
と

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
８
３
０

世
帯
に
実
施
、「
草
む
し
り

や
木
の
剪
定
」「
地
震
等
災

害
時
の
避
難
」「
病
気
等
の

緊
急
対
応
」
の
順
で
あ
っ
た
。

同
町
社
協
は
要
望
に
基

づ
き
、
令
和
４
年
度
か
ら

70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

を
対
象
と
し
た
草
む
し
り

支
援
を
無
償
で
実
施
。特

に
老
々
世
帯
な
ど
、
自
力

で
維
持
管
理
が
困
難
な
世

帯
へ
の
継
続
支
援
が
今
後

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
核
は
、
70
歳
以

上
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

見
守
り
活
動
で
あ
る
。
町

社
協
の
メ
ン
バ
ー
20
名
は
、

直
接
訪
問
で
は
な
く
、
新

聞
受
け
や
室
内
の
電
気
な

ど
周
辺
環
境
の
異
変
を
察

知
す
る
「
広
く
浅
い
」
見

守
り
を
徹
底
し
て
い
る
。

こ
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
民
生

委
員
は
「
つ
な
ぐ
」
役
割

を
担
う
。
異
常
を
発
見
し

た
場
合
、
民
生
委
員
に
情

報
を
共
有
し
、
専
門
機
関

と
連
携
し
、
具
体
的
な
問

題
解
決
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
ヤ
ク
ル
ト
販
売

と
の
、
高
齢
者
見
守
り
連

携
事
業
を
進
め
、
41
世
帯

が
販
売
員
に
よ
る
に
安
否

確
認
が
行
わ
れ
、
社
協
経

由
で
毎
月
民
生
委
員
に
情

報
共
有
さ
れ
る
。

さ
ら
に
損
保
ジ
ャ
パ
ン

と
連
携
し
、
防
災
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
も
開
催
。

活
動
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
支
え
合
い
の
意
識
が

住
民
に
も
芽
生
え
て
い
る
。

例
と
し
て
、
新
聞
の
溜

ま
り
を
発
見
し
、
不
幸
な

出
来
事
に
対
し
、
迅
速
に

対
応
で
き
、
親
族
か
ら
感

謝
さ
れ
た
。

今
後
も
組
織
的
な
役
割

分
担
と
発
想
力
を
駆
使
し

た
世
代
間
交
流
活
動
を
柱

に
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
構
築
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

説明資料↑



前橋市の最南部にある新堀町は、利根川が流れる南インターチェンジ付
近に位置する。人口489人、約197世帯の町である。
この地域は高齢者が多く、特に一人暮らしの高齢者や、災害時の支援が

必要な人への対応が大きな課題だ。市の方針をきっかけに、住民が互いに
助け合う優しい地域づくりを進めている。

Q自治会が地域活動の中心を担っているにもかか
わらず、町社協（支えあい会議）を別に設ける
必要性について、どのように考えているか。

A自治会は伝統行事や環境整備、町社協は福祉や
高齢者などの生活支援と役割が異なる。横の連
携を取り、福祉分野を充実させることで、地域
全体の課題解決と支え合いを推進している。

Q地域活動を継続させるために必要な人材を、ど
のように確保し育成しているか。

A機関紙「にいぼりまちだより」の裏面の連絡先
には、若手や生涯学習委員などの人材を掲載し、
徐々に担当者を引き継ぐ体制を構築している。
また、経験者には役員への就任を直接依頼する
形での人選も行っている。

Q毎週開催される「ふれあいサロン」の告知チラ
シは、誰がどのようなプロセスを経て作成・配
布しているのか。

A介護予防サポーター（サロンスタッフ）１３人
のメンバーで話し合い、来月の内容を決定し毎
月作成している。チラシは高齢者の方々へ、声
かけ運動の一環として直接配られている。

◎活動の活発さがすごい。スタッフの集め方、活用の仕方がすば
らしい。

◎新堀町ののぼり旗、参考にさせて頂きます。

◎民生委員さんが中心となって、様々な試みや活動を考えられて
おり、横のつながりが素晴らしいと感じました。

新
堀
町
は
、
高
齢
化
社

会
や
災
害
時
の
対
応
が
課

題
と
な
る
中
、
平
成
30
年

７
月
に
自
治
会
や
各
種
団

体
と
共
に
「
支
え
あ
い
会

議
」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ

れ
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
老
老
介
護
の
方
々

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
、

そ
し
て
災
害
時
の
要
支
援

者
の
状
況
を
早
期
に
把
握

し
対
応
を
図
る
こ
と
を
主

な
目
的
に
し
て
い
る
。

こ
の
「
支
え
あ
い
会
議
」

は
、
町
社
協
の
活
動
と
し

て
偶
数
月
に
開
催
さ
れ
、

自
治
会
長
、
老
人
会
役
員
、

民
生
委
員
、
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ

な
ど
、
地
域
内
の
主
要
な

団
体
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

情
報
交
換
や
課
題
共
有
が

行
わ
れ
て
い
る
。

新
堀
町
の
活
動
の
成
功

要
因
の
一
つ
は
、
自
治
会

活
動
と
町
社
協
活
動
の
緊

密
な
連
携
に
あ
る
。

自
治
会
は
神
社
の
行
事

や
ゴ
ミ
処
理
と
い
っ
た
従

来
の
町
内
活
動
を
担
い
、

町
社
協
は
高
齢
者
の
生
活

支
援
な
ど
の
福
祉
部
門
を

担
当
す
る
。
こ
の
二
つ
の

部
門
が
無
理
に
分
断
す
る

の
で
は
な
く
、「
横
の
連

携
」
を
と
り
な
が
ら
協
力

し
合
う
こ
と
で
、「
支
え

あ
い
の
町
づ
く
り
」
が
全

町
民
に
浸
透
し
て
い
る
。

毎
週
の
ピ
ン
シ
ャ
ン
体

操
や
、
月
1
回
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
、
年
間
を
通
し

て
一
人
暮
ら
し
へ
の
訪
問

活
動
、
月
1
回
の
「
見
守

り
会
議
」
、
住
民
の
孤
立

を
防
ぎ
状
況
を
把
握
す
る

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

９
月
の
敬
老
会
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
手

作
り
の
メ
ダ
ル
を
高
齢
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、

世
代
を
超
え
た
心
温
ま
る

交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

活
動
は
、
誰
も
が
準
備
・

受
付
な
ど
、「
で
き
る
こ

と
」
に
応
じ
て
参
加
し
、

地
域
の
中
で
役
割
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

こ
う
し
た
継
続
的
な
話

し
合
い
と
協
力
体
制
の
結

果
、
町
全
体
で
助
け
合
う

意
識
が
広
が
っ
て
い
る
。

情
報
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、「
に
い
ぼ
り
ま

ち
だ
よ
り
」
を
年
４
回
発

行
し
、
全
戸
配
布
し
て
い

る
。
今
後
は
、
得
た
情
報

を
も
と
に
、
災
害
時
の
支

援
に
つ
な
げ
、
自
主
防
災

活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
展
望
さ
れ
て
い
る
。

△発表者：古澤秀之氏、田村之道氏、
久保田光明氏

見守り会議の様子

自治会と共にあゆむ町社協
(新堀町支えあい会議)

説明資料↑

△発表者：岩﨑 捷男氏

田口町は、関東平野が終わり里山が始まる、景色の良い地域である。ホ
タルが住む川沿いの「ホタルの里」は30年以上前から保護されており有名
である。
田口町社協は、コロナ禍で活動が減ったことをきっかけに、自治会など

が協力して「誰もが安心して暮らせる町」を目指し立ち上がった。

Q町内に住んでいる障害者の人数を明確に把握せ
ず、町外の団体と交流するのはなぜか。

A障害者の方の数を数えることは、個人の事情も
あり避けている。まずは町にこだわらず前橋市
全体で障害者を受け入れる環境を作ることで、
町内の人が手を挙げやすい状況を段階的に進め
ている。

Qサロン参加者の送迎におけるガソリン代や実費
の弁済はどのようになっているか。

A送迎の距離は１キロ〜２キロ程度と短いため、
特にガソリン代や実費弁済は行っていない。
ドライバーはボランティア保険とは別に、社協
の移動支援の保険を利用し安心して送迎に当
たっている。

Q地域の買い物支援として導入している移動販売
車（とくし丸）の利用状況や、場所はどのよう
に決めているのか。

A移動販売は週１回の頻度で、坂道があり買い物
が大変な地域外の場所を含む２箇所で利用して
いる。この活動は、地域住民に非常に喜ばれて
いる。

◎障害者に視点を置いた点が良かった。

◎他の町の聴覚障害者を受け入れていることが良いと感じた。

◎自町だけではなく幅広く福祉活動を行うことにより、大きな意味
での福祉への理解ができると感じた。

田
口
町
社
協
は
、
市
社

協
か
ら
の
呼
び
か
け
を
契

機
に
、
地
域
内
の
多
様
な

担
い
手
組
織
（
自
治
会
、

民
生
委
員
、
老
人
会
、
保

健
推
進
員
な
ど
）
が
連
携

し
て
令
和
５
年
度
に
発
足
。

組
織
体
制
は
縦
の
関
係
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
の
活
動
を
尊
重
し
あ
う
、

横
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

て
い
る
。
情
報
交
換
や
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
困
り
ご
と
が
出
た

際
の
受
け
皿
や
専
門
職
へ

の
連
携
が
明
確
に
な
り
、

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

主
な
活
動
は
、「
サ
ロ

ン
の
開
催
」
と
、
単
身
高

齢
者
世
帯
へ
の
「
安
心
・

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
で
あ

る
。
サ
ロ
ン
活
動
で
は
、

参
加
者
の
た
め
の
送
迎
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
以
前

は
、
万
が
一
の
事
故
へ
の

懸
念
か
ら
実
施
が
困
難
で

あ
っ
た
が
、
市
社
協
の
移

動
支
援
保
険
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
見
守
り
活
動
で

は
、
倒
れ
て
い
た
高
齢
者

を
発
見
し
、
迅
速
な
救
護

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
生

ま
れ
、
命
を
守
る
大
切
な

行
動
に
も
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
中
で
特
に
重
要

視
し
て
い
る
の
が
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
「
意
識
の
醸
成
」

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

前
橋
市
聴
覚
障
害
者
福
祉

協
会
な
ど
と
連
携
し
、
交

流
活
動
を
継
続
。
ホ
タ
ル

鑑
賞
会
や
そ
ば
打
ち
体
験

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

交
流
の
中
で
、
暗
闇
で
の

手
話
通
訳
者
を
ラ
イ
ト
で

照
ら
し
て
手
話
を
見
や
す

く
す
る
な
ど
の
工
夫
も
生

ま
れ
、
さ
ら
に
、
目
の
見

え
な
い
方
は
ど
う
す
れ
ば

楽
し
め
る
か
の
議
論
が
生

ま
れ
、
視
覚
障
害
者
と
の

交
流
に
も
発
展
し
た
。

交
流
を
通
じ
て
「
支
え

る
・
支
え
ら
れ
る
」
を
超

え
た
心
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
て
い
る
。
参
加
者
か

ら
は
「
完
璧
に
で
き
な
く

て
も
、
誘
っ
て
く
れ
る
気

持
ち
が
嬉
し
か
っ
た
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

活
動
を
重
ね
「
顔
の
見

え
る
関
係
」
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
情
報
交
換
会
を

３
ヶ
月
に
１
度
定
期
開
催

す
る
こ
と
で
「
小
さ
な
気

づ
き
」
を
地
域
全
体
の
支

援
の
輪
に
広
げ
て
い
る
。 情報交換会の様子

説明資料↑



△発表者：正木 幸子氏

下長磯町は前橋市東部に位置し、のどかな田園風景が広がる町である。
商業施設や病院、信号機も一つもないのが特徴だ。世帯数は259、人口は
672人、高齢化率は15.6%で、75歳以上の高齢者は105人である。
最近は新しい住宅が増え、若い家族の入居も多い。2025年9月25日には、

群馬県で2例目となる回転式交差点（ラウンドアバウト）が完成した。

Qサロン活動に男性参加者を増やすため、具体的
にどのような工夫が功を奏しているのか。

A老人クラブが個別に回覧板を回して男性に参加
を呼びかけている。直近では参加者の約３分の
１が男性であり、役員や歴代会長なども積極的
に参加している。１度参加すると継続して来て
くれる住民も多い。

Qサロンで実施する前橋市の出前講座やバルーン
アートなどの材料費や講師謝礼はかかるのか。

A市の出前講座は原則無料であり、講座内容に
よっては講師に材料等を持参してもらう場合も
あるが、費用はかからないケースが多い。ただ
し、個人的に講師を依頼した場合には状況に応
じてわずかなお車代を支払うこともある。

Qとくし丸に来てもらうことで、住民が必要とす
る特定の商品を頼むことは可能であるか。

A通常の品揃え（約５００品目）にない商品があ
れば、その場で担当者に頼み、翌週などに持っ
てきてもらうことが可能である。住民は自分が
欲しい商品を実際に目で見て選べることに喜び
を感じている。

◎実際の具体的な活動がとても分かりやすかったです。

◎スーパーの販売車を依頼し大いに喜ばれている様子で良かった。

◎組織づくりや地域の特性を生かした町社協の運営をされているの
だと思いました。見えなかった地域の活動を発表して下さること
で勉強することが出来ました。

下
長
磯
町
が
取
り
組
む

「
交
流
の
あ
る
日
常
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
化
し
た

つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る

た
め
、
自
治
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
民
生
委
員
な
ど
町

内
団
体
が
連
携
し
立
ち
上

げ
た
。
活
動
の
柱
は
「
サ

ロ
ン
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

移
動
販
売
「
と
く
し
丸
」

と
の
連
携
、
公
民
館
の
定

期
開
放
の
３
点
で
あ
る
。

サ
ロ
ン
は
、
高
齢
者
中

心
の
集
ま
り
か
ら
、
誰
で

も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
多

世
代
交
流
の
場
へ
と
刷
新
。

活
動
内
容
も
、
出
前
講

座
を
活
用
し
、
ゲ
ー
ム
大

会
や
演
奏
会
な
ど
、
体
を

動
か
し
楽
し
め
る
要
素
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
や
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
釣
り
ゲ
ー
ム
も
導

入
さ
れ
、
90
歳
を
超
え
る

方
が
優
勝
す
る
な
ど
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
み

に
し
て
き
た
、
本
当
に
楽

し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
、
交
流
の
場
が
元

気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

移
動
販
売
は
、
毎
週
水

曜
日
に
実
施
。

下
長
磯
町
内
に
は
商
業

施
設
は
な
い
が
、
日
常
の

買
い
物
は
家
族
の
支
援
が

あ
る
た
め
困
ら
な
い
住
民

が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の

移
動
販
売
は
、
住
民
が
自

分
の
目
で
見
て
商
品
を
選

び
買
い
物
が
で
き
る
「
喜

び
」
を
提
供
し
て
い
る
。

特
に
、
単
な
る
買
い
物

支
援
に
留
ま
ら
ず
、
自
宅

で
介
護
を
行
う
人
や
外
出

が
難
し
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
々
が
集
ま
り
、
短
い

時
間
で
も
会
話
や
癒
し
の

機
会
を
提
供
で
き
て
い
る
。

移
動
販
売
が
、
地
域
の

見
守
り
や
気
づ
き
の
き
っ

か
け
と
も
な
っ
て
い
る
。

公
民
館
の
定
期
開
放
は
、

移
動
販
売
に
合
わ
せ
毎
週

水
曜
９
～
17
時
に
行
わ
れ
、

暑
さ
寒
さ
対
策
、
弁
当
を

食
べ
る
場
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
の

団
体
が
料
理
教
室
を
開
催

し
た
り
、
祖
父
が
孫
を
遊

ば
せ
た
り
す
る
姿
も
あ
り
、

地
域
の
身
近
な
居
場
所
と

し
て
の
活
用
が
進
む
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、

町
民
が
集
い
、
つ
な
が
り
、

互
い
に
支
え
合
う
関
係
性

が
築
か
れ
て
い
る
。
町
社

協
役
員
に
は
負
担
増
の
側

面
も
あ
る
が
、
活
動
を
通

し
住
民
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
励
み
と
な
っ
て
い
る
。

とくし丸が来る日は大賑わい

説明資料↑

△発表者：後藤 正文氏 小林 由起子氏
渋谷 義雄氏 宮田 真由美氏

宮城地区大前田町は、人口1,215名（男性602名、女性613名）で、高齢
化率は約43％に達している。
この町は田舎で地域が広く、昔ながらの強い地域のつながりが今も残っ

ているのが特徴である。近年は新しく移住してくる住民もおり、地域全体
で世代を超えた交流が求められている。

Q「お助け隊」による除草作業や生活支援の活動
範囲について、どのような線引きや基準がある
のでしょうか。

A活動は基本的に家の周りの除草作業に限定して
いる。生垣の剪定や高木の伐採など、専門的な
作業は行っていない。これらは市のホームペー
ジで紹介されている専門業者を案内している。

Q町カフェへの男性の参加が少ない現状について、
今後、男性の交流や参加を促すための具体的な
計画はありますか。

A男性高齢者からは、麻雀を始めたいという声が
上がっているため、男性が気軽に集まれる居場
所づくりも模索している。

Q町カフェの設立目的である、参加者からの困り
ごとの情報収集は、現在どのように行われてい
ますか。

A各テーブルに情報収集カードを置いているが、
記入数は減少傾向にある。困りごとは、おしゃ
べりの中でさりげなく聞き出し、支援者が一歩
前に出て把握することを重視している。

◎第5木曜日という開催日。無理なくできることを続けるヒケツ
だと思いました。

◎カフェに目を付けたところが参考になった。

◎お助け隊活動と併せて、町の中で話せる場を作っていることが
参考になった。

大
前
田
町
に
お
け
る
地

域
支
え
合
い
の
取
り
組
み

は
、
令
和
２
年
７
月
の
お

助
け
隊
の
発
足
に
始
ま
る
。

当
初
は
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
交
流
を
計
画
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
活
動
が
停
滞
し
た
。

そ
こ
で
、
屋
外
で
の
活

動
と
し
て
、
高
齢
者
の
家

の
除
草
作
業
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、「
他
人
に
迷

惑
を
掛
け
た
く
な
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
困
り
ご
と

を
声
に
出
さ
な
い
人
も
多

い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
、

困
り
ご
と
に
つ
い
て
情
報

を
収
集
す
る
た
め
の
し
か

け
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
、

「
町
カ
フ
ェ
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ピ
ン
シ
ャ
ン

体
操
ク
ラ
ブ
の
参
加
者
か

ら
、
体
操
の
休
憩
時
間
の

お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
８
月
、
体
操

ク
ラ
ブ
が
休
み
と
な
る
第

５
木
曜
日
に
、
町
カ
フ
ェ

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
カ
フ
ェ
の
特
徴
は
、

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
や
体
操

な
ど
を
一
切
行
わ
ず
、
出

入
り
自
由
で
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
た
わ
い
の
な

い
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
だ

け
の
場
と
し
て
い
る
。

特
定
の
目
的
を
持
っ
て

集
ま
る
の
で
は
な
く
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
居
場

所
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

参
加
者
の
気
持
ち
の
負
担

を
減
ら
し
て
い
る
。

カ
フ
ェ
の
運
営
は
、
女

性
の
支
援
者
が
中
心
と
な

り
、
飲
み
物
の
メ
ニ
ュ
ー

や
雰
囲
気
作
り
を
工
夫
し

て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
と
い
っ
た
定
番
の
ほ
か
、

季
節
の
柚
子
茶
な
ど
も
提

供
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
参
加
者

の
テ
ー
ブ
ル
に
一
緒
に
入

り
、「
困
り
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
さ
り
げ
な

く
声
か
け
し
て
、
状
況
の

把
握
や
、
情
報
を
集
め
る

役
割
も
担
っ
て
い
る
。

町
全
体
が
「
隣
保
班
・
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
の
精
神

で
、
見
守
り
、
支
え
合
う

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
初
め
の
一
歩
が「
町

カ
フ
ェ
」
で
あ
る
。

こ
の
カ
フ
ェ
は
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

小
さ
な
助
け
合
い
の
き
っ

か
け
を
生
む
、
重
要
な
交

流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。 お飲み物のお届けです

説明資料↑
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